




 

Ⅰ.尿路感染症の部位診断法について 

 尿路感染症の臨床的研究に際して,欠かすことのできないのは感染部位の決

定である。 

 最近,Thomas らは尿中 antibody-coated bacteria の有無を調べることによっ

て部位診断が可能であることを明らかにしたので,われわれはこの方法を用い

てみた。 

 検査方法は患者の中間尿を試験管にとり,遠心後,その沈査を pH7.3 

phosphate buffer で洗森し,FITC 標識抗ヒトγグロブリンを加える。37℃で 30

分間incubateし,再びphosphate bufferで洗滌,遠心し,その沈渣の塗抹標本を

作製して,螢光顕微鏡下で観察する。腎盂腎炎患者の尿では,菌体の周囲に蛍光

を発するan-tibody-coated bacteriaが認められ,膀胱炎患者の尿ではこれがみ

られない。 


